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＜ は し が き 〉

新危 な循 環動態 指標 と して 注目 され てい る 賄惚 Ｉｎｔｅ鵬ｉｔｙ（帆）か らは
，

心収縮 性 を表 す

指 標
，

拡 張特 性 を表 す 指標
，

末 梢 か らの 反射 波の 影 響 を表 す指 標
，

等 を 定義 でき る． 従 っ

て
，

病 的 心臓 の動 作 状 態
，

末梢 循 環（脳 循 環 も含 稼）の病 的 状態
，

ある い はこ れら の干 渉 の

解 椥 こおい て
，

ＷＩ は他の 指 襯 こ熔み られな い 有用 性 を発 揮す るこ と 秘窺待 さね る． 我々 の

研究冒的は， 新しい循環動態指標である 概 を趨音波法により非侵襲的に濁定する装置を実

用 化 し
， こ１れ を臨床 に応 用 し

，
脳 循 環も 含め た循 環系 疾患 の病 態の 解板

，
治 療効 果 の判 定

，

予 後 の評偲 等に 役 立てる こと で あった
．

ＷＩ 測 定 システ ム は， 平成 １４ 年度 から １７ 年 度ま での アロカ 杜 との協 同開 発 によ り，
甫販

用 実用 機 （ＳＳカ６δ００） がほ ぽ完成 した、 こ の実 用機 に は， 阿 の 前進波 成 分と反 射波 成 分を

求 め る ソフ トや 頸動 脈 の局 所 の脈 渡速 度 を 諦算 する ソ フ トを 組み 込ん だ． こ の 実馬 機の 性

能 評価 は， 策京 女子 医 大 （各 種 心疾患
，

高 血圧）
，

ウユゴレズ大 （健 常例）
，

濠 ン ドン大イ ン

ペ リ アル・ カ レッ ジ （冠疾患） およ びベル リ ン心臓 セ ンター （拡 張型 心筋 症） で行っ た．

評 樋の 結果
，

目 的と する 性能と 有用 性 を発 揮す るこ とカ棚 ら かと なっ た． これ まで
，

評

俺 に 協力 しだ すべて の グルー プを
，

２００５ 年 ５月 ２０冒 ～２２貝 に開 催さ れた 第７８国 貝本 超音

波 医 学会 学 術集 会 を機 に 東京 に招 集 し
，

得 られ た デー タを 中 心に して
，

シ ン添 ジ ウム を闘

催 し 淀．
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（２） 口頭発表

シ ン ポ ジ ウム・ワ ー クショッ プ 等

国際
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ｃａｒｏｔｉδ 鮒ｅｒｙａｎｄ 伽ｅ廿 ｇｅｎｄｅｒ 繊 価ｅｒｅｎｃｅｓ（Ｕｔｓ㎜ｌｏ醐ｉｙ弘 ２００４）

６） ７他 Ａ ㎞ｕ証１ Ｍｅｅ施
ｇ ｏｆｔ血ｅ Ｅｗｏｐｅａｎ Ａｓｓ㏄ｉａｔｉｏｎ ｏｆ廼ｃｈ㏄ａｒｄ丑ｏ 騨 凶ｙ： Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ ｏｆｔｈｅ

ａｓｓｏｃ 鮒 ｏｎ ｂｅ ㈱ ｅｎ ㎞ｃｆｅａｓｅｄ 鮒 ㎞ ａ。㎜ｅｄｉａ 舳ｃ ㎞ｅｓｓ 狐ｄ ｓｔ 撤 ｅｓｓ ｏｆ ｔｈｅ ｃｏ ㎜ ㎝



ｃａ虻ｏｔ五ｄａ打ｅｒｙ（寧 孤ｃｅ１◎ｎ亀 ２００３）

国内

１） 第７６回目本趨音波医学会：頚動脈と上腕動脈血圧波 形における身体下部からの

反 射 波 の 影 響． （大 阪
，

２００６）

２） 第 ７０ 圃 冒 本 循 環 器 学 会 ：Ｄｉ畿 撒 鰯 滋 幽 ｃ◎１ｄ ｐ鵬ｓｓｏｒｒｅｓｐｏ 鵬 ｂ 飾 ｅ棚 ｐ鋤ｅ鮒

ｗ 腕 ｈｙｐｅ鵡 鵬ｉｏｎ 独δ亙ｏ㎜ａ三ｓ泌 栖 敏 棚 鵬 鮎 鋤ｓｉ奴 狐 的ｓｉｓ． （名 古 麗， ２００６） ， 劾

肋ｇ脇

３） 第 ６９ 回 属 本 循 環 器 学 会 ：蕊簸 碗 硫 § 洲 流ｇｕａ－ｎ虹ｏｇｌｙｃｅ曲 ｏ遣 揃ｅ曲Ｉ ｐｕ瞼 搬

ｈ鋤 ｏｄ脾 醐三ｃｓ （東 京， ２００５） ，亘泌 砲 繊

４） 第６８回周本循環器学会：Ｇ響赫 敬 磁 駐 融 ㈱ ｉ就ｈｅｐｒｏ騨鍋ｓｏｆ ㈱ｏｔｉａａ搬 曲玉

ｓｃ 瞼ｏ轟ｉｓ （東 京， ２００４） ， 加 遼 磁 脇

５） 第７６回胃本趨 音波 医学会：薪 以 沁 愈管 隼齢指標と菰管スティ ッフ糸ス（札幌
，

２００３）

６） 第 ７６ 回 目 本 超 音 波 医 学 会 ： 工 滋 一 ト ラ ッ 寺 ン グ 法１こよ る 血 管 ス テ ィ ッ フ 孝 ス の

撰籔き （布Ｌ唖晃， ２００３）

７） 第６７固冒本循 環器学会：Ａ啄鰭繍 紙 搬讐榔 鮒 搬螂 鵬触鰍 ｏｆ鮒ｏ欄 鮒ｅｒｉａ１ｐｕ１ｓｅ

ｗ 郷ｅｖｅ一㏄ 蚊 （福 岡， ２００３婁 且 勅 勘 勲 戯

（３） 出版物

１． 管原基晃
，
仁木 清葵，常 徳撃。泌 章 動脈硬化：欄 椛 虹飴鵬 城 松尾 汎 繍

，

血 管 エ コ ー
，

イ ン ナ ー ど ジ 嚢 ン 歓， 郷０６
，ｐ１鯛’１７３

２．
管原基晃

，
仁木溝美

，
常 徳筆 醐 各論一頚動豚 Ａ以ｇ鵬 砒銚ｉｏｎｉ紬 瓢 ， 松

尾 汎 編， す べ て わ 淋 る 滋 管 叉 蟻 一 ＡＢＣ
，

メ ジ カ ル ビ ュ ー 杜， ２００６，

ｐ８６‘９３

３， 管 原 基 晃， 仁 木 清 美．
愈 管 を 滋 流 一 ウ ェ Ｈ ブ イ ン テ ン シ テ ィ の 超 音 波 諦 溺

，

伊東紘一 編， 別 概・医学⑳鳶峻み 趨 音波 医学最前線一新 技術と臨床応用
，

医 窟 薬 鑓 版
，

２００４
， ｐ１３９・ｉ 砺

４．
曹 原 基 晃，

前 囲 信 冶． 血 綾 の 汐 オ ロ ジ ー と 血 流， コ 凛 ナ 杜， ２００３

研究成果による工業所有権の 出願 ・敢得状況

計 （ １ ） 件

工 業 所 有 権 の 名 称 発 明 者 権 利 者 工 薬 所 宥 権 の 種 類 、 番 戯 願 隼 月 属 敢 樗 年 月 属

氏波伝播遠度書十測装置及

超音波診鱗装置

原 蘭烈 党 ア ロ カ 株 式

岡 蘭 拳 会 杜 許 第３６６８６８７号

曹原基髭 菅療基晃

平 成 １３ 牢 １月 ３０

属

ｗ 成 王７ 年 ４ 月 １５

潰

５



爵
特 許 証

（ＣＥＲＴ１同ＣＡＴＥＯＰＰＡＴ…Ｎ了）

第 ３ ６ ６ ８ ６ ８ ７
炉Ａ１’ＥＮＴ ＮＵＭＢＥＲ）

音波診断装置

番 １号

４

菅原 基晃

発明者㈹酬朋

原 田 烈光

岡田 孝

菅原 基晃

ＮＵＭ８ＥＲ〕

洞

特 願 ２ ０ ０ １ － ０ ２ ２ １ ９ ８

平 成 １ ３ 年 １月 ３ ０ 日｛Ｊ釦。。榊 酬

するも のと確 定 し、 特 許原簿 に登 録さ れたこ とを証する。
ＴＨＥ ＰＡＴ巨ＮＴ ｌＳ ＲＥＧｌＳＴＥＲ巨Ｄ ＯＮ ＴＨＥ ＲＥＧｌＳＴＥＲ Ｏ戸 ↑トｌＥＪＡＰＡＮ ＰＡＴＥＮＴ Ｏ戸目ＣＥ

、
）

月 五 ５ 日｛榊 雌ｏｏ５）

ＭＭｌＳＳｌ◎ＮＥＲ，ＪＡＰＡＮ ＰＡＴＥＮＴ Ｏ戸ＦｌＣＥ）

１）〕ワ




